
第104回 三方限古典塾 (′ 15,6,18)

洪 自議 (1561～ 1616)『 菜根薄J(その3-21)

たいしん  おそ ほうレヽつ1 大人は畏れざるべからず。大人を畏るれば、則ち放逸の心無 し。
ざるべからず。小民を畏るれば、則ち豪横の名無 し。

小罠も畏れ
|
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(意訳)徳 の高い立派な人に対 しては、畏れ敬 う心を持たなければいけない。そ うすれば、
自分に勝手気ままなふ るまいをす る心が起きなくなる。

また、一般の人に対 しても、やは り畏れ敬 う心を持たなければいけない。そ うすれば、
おごり高ぶっていて勝手気ままだ とい う悪評が 自分に立たなくなる。

(余説) 人を畏れ るとい うことはお互いに生きているとい うその事実に対 して尊敬の念を

持ちなが ら、その人に接するとい うことです。それは、地位 とか友人 とか年齢 とかに関係
はあ りません。特に、人 と接す るにも節度、つま リー定の車間距離を保つことが必要であ
り、誰に対 しても押れ押れ しく侮 ることだけは しない とい う人生の心がけです。

(参考)論語・季子(428)「君子に三畏有り。ミ否実実言籍れ,金実言警暮躍:全身Fを
畏る。

小人は天命 を知 らず して畏れず

(こ こでい う天命 とは、天によつて定められた人の不可知な宿命です。)

|。  董総すぎ蜂キスし多〕_ 理
便 ち我に如かざるの人を思わば、 則 ち怨尤 自ずか ら

則 ち精神 自ず
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12 事稽払継するときは、:             たいこう                     まさ

1 消え 。々心稽怠荒するときは、便ち我より勝れるの人を思わば、
| か ら奮わん。

(意訳) 物事が どうにも思い通 りにいかない ときは、自分には及ばない人のことを考える

と、自分の境遇を怨み とがめるような心は、自然に消えてい くだろ う。

また、心が少 しばか り怠 り荒れ るような時には、自分 よりす ぐれた人のことを考えると、
心は自然 と奮い立って くるであろ う。

(余説) 様々な場面において、自分の感覚や感情をいかに して本来在 るべき状態に自己コ

ン トロールするかです。 とか く、人の境遇 を うらやみた くなるのが人情であ り、人 と比ベ

ることの愚かさは分かっていても、いざとなると凡人には難 しいのが現実です。

しか し、同 じ比べ るのであっても、比べる基準を変えることによって次善の策にな りう

るとい う菜根諄の教えは役に立ちそ うに思われます。

禅宗においては、何か と比較 して相対的に対立 させ る考え方 をいついかなる場合でも厳

しく戒めて絶対性 を重視 します。例 えば、 2傷 の棒は 1傷 の棒 よりは長いですが、 3傷 の

棒 よりは短かく、絶対的に長い棒 もなければ短い棒 もあ りません。人の心がそれを何 と比
べるかに応 じて、長 くも短 くもなるとい うのです。

(参考)金 岡1経 「思7蕪所
じ
種希T兵志」(悪に鮮す亀愛響くして其の心を生ずべし)

ずいしよ

臨 済 宗 「随所作主立処皆真」 (随所に主 と作れば立処皆真な り)

明治天皇 「ともすれば うきたちやすき 世の人の こころのち りを いかで しずめむ」

(日 露戦争か ら3年の明治 41年 。1908年 に詠まれた歌 )



13 喜びに乗 じて諾を軽 くすべか らず。酔いに因 りて 選 を生ずべか らず。快に

1 乗 じて事多 くすべか らず。倦に因 りて終 りを鮮な くすべか らず。 前集 214

(意訳) なにか喜ば しいことがあるか らといつて、それに調子 よく乗つて、軽はずみに承

諾 してはな らない。酒の酔いにかこつけて、むやみに怒 りを爆発 させてはな らない。物事

が好調に進んでいるか らといつて、むやみに手を広げすぎてはならない。飽きて嫌になつ

たか らといって、最後 をいい加減にしてはな らない。

(余説) 我が身には どれ も幾度 となく覚えがあ り恥ずか しい限 りです。 自分の人生に生ず

るできごとはすべて自分に責任があると自覚 して、自分の言行に対 してはあくまでも責任

を負 う覚悟 を持ちたい もの と、 日頃か ら考えてはいるのですが。

特に日本人は、酒で上機嫌になつて警戒心が薄れ、仕事上の情報 を安易に漏 らすな ど、

セキュリティに対す る意識が甘い傾向があるとい う指摘 もあ ります。

(参 考)詩経 。大雅 「初めあらざること靡 し。克 く終わ りあること鮮 な し。」 (何事でも、

初めは ともか くもやつていくが、それを終わ りまで全 うす る者は少ない。)
ようぎん

上杉鷹山「為せば成る 為 さねば成 らぬ 何事も 成 らぬは 人の為さぬなりけり」

米沢藩主・治憲 (1751-1822) 藤沢周平 「漆の実のみのる国。上下」 (文春文庫 )

14 善 く書 を読む者 は、手舞 い足踏むの処に読み到 るを要 して、方めて笙蹄 に落  |
| ちず。善 く物 を観 る者 は、心融 け神 沿 ぐの時 に観到 るを要 して、方 めて述 象  |
| に泥まず。                           前集 215  1

(意訳) 書物をしつか りと読 も うとす る人は、喜びのあま り、手で舞い足を踏んだ りして

小躍 りす るまで読み極める必要がある。そ うしては じめて、陥 りやすいわなにかか らずに、

神髄に触れ ることができる。事物の真実の姿を観察 しようとす る人は、心がその事物 と融

和 して一体になるまで観察 し尽 くす必要がある。そ うしては じめて、物事の外面に とらわ

れずにその本質を捉えることができる。

(余説)哲学者で教育学者である森信三に 「人間は一生の うち逢 うべき人には必ず逢 える。

しかも、一瞬早過ぎず、一瞬遅すぎない時に」 とい う餞言があ ります。 これまでの生涯を

振 り返 ると、ほん とうにそのとお りだ と実感できます。 さらにわた しはこの歳言の 「人」

を「言葉」に置き換 えることもできると考えています。

ただ人の場合でもそ うですが、その言葉 を本の中などで出逢つてもその大切 さに気づ く

とは限 りません。最近知的能力の老化 もあつて、“これは"と い う本はできるだけ 3回 は

読むことに努めていますが、 2回 日・ 3回 日で著者が言いたかつた本当の意味に気づ くこ

とが多 くあ ります。その時が 「一瞬早過ぎず、一瞬遅すぎない時」であるよ うに感 じられ

ます。出逢い とい うものがもつている不思議 さです。

帝国海軍きつての知性 と言われ、無謀な対米戦争 を終始批判的 し、敗戦前夜は一億玉砕
しげよし

を避けるべ く終戦工作に身命を賭した海軍大将井上成美も、本は三回読んだそ うです。

(参 考)孟子・離婁上25「 (悦びて)足の之を踏み、手の之を舞 うを知 らず」
いへん さんぜつ

史記 。子L子世家 「葦編三絶」 (孔 子が晩年 「易経」を好んで読み,綴 じた革ひもが

何度 も切れたとい う。繰 り返 し読むこと。熟読。葦編三たび絶つ。)
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